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　はじめに

ヨウジウオ科ウミヤッコ属 Halicampus は，躯

幹輪数が 13–18，総体輪数が 39–56，背鰭軟条数

が 16–26，胸鰭軟条数が 10–20，躯幹部と尾部の

上隆起線が不連続，および躯幹部中央隆起線と尾

部下隆起線が連続することなどから特徴づけられ

る（Dawson, 1985）．本属魚類はインド・太平洋

域から 12 有効種が知られ（Dawson, 1985），この

うち日本近海からは 9 種が記録されている（瀬能，

2013；松沼ほか，2013；田代・本村，2015；Wibowo 

and Motomura, 2017）．

ホシヨウジ Halicampus punctatus (Kamohara, 1952)

は，これまで日本からのみ記録されており，相模

湾から土佐湾にかけての太平洋沿岸，山形県鼠ヶ

関から長崎県茂木にかけての日本海・東シナ海沿

岸，瀬戸内海および東シナ海から記録されている

（瀬能，2013）．ホソウミヤッコ Halicampus boothae 

(Whitley, 1964) は，日本国内ではこれまでに伊豆

諸島，千葉県館山湾から高知県柏島にかけての太

平洋沿岸，愛媛県宇和海，兵庫県と山口県の日本

海沿岸および奄美大島から記録されている（瀬能，

2013；Nakae et al., 2018；松沼，2018, 2019）．

鹿児島県本土における魚類相調査の過程で，薩

摩半島西岸の笠沙町沖からホシヨウジとホソウミ

ヤッコ各 2 個体が採集された．ホシヨウジとホソ

ウミヤッコはそれぞれ鹿児島県初記録と九州沿岸

初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Dawson (1977, 1985) にした

がった．体各部の日本語の名称は荒賀（1984）に

したがった．標準体長は体長または SL と表記し，

体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

までおこなった．生鮮時の体色は固定前に撮影さ

れた標本のカラー写真に基づく．標本の作製，登

録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究

博物館（KAUM）に保管されており，上記の生

鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．

　結果と考察

Halicampus punctatus (Kamohara, 1952)

ホシヨウジ　（Fig. 1; Table 1）

標本　2 個体（体長 40.6–90.4 mm）：KAUM–I. 

115442，体長 90.4 mm，鹿児島県南さつま市笠沙

町 貝 浜（31°24′37″N, 130°11′32″E）， 水 深 0–1 m，

2018 年 1 月 6 日， 手 網， 伊 東 正 英；KAUM–I. 

124297，体長 40.6 mm，鹿児島県南さつま市笠沙

町片浦高崎山地先（31°25′44″N, 130°10′25″E），水

深 36 m，2018 年 12 月 6 日，定置網，伊東正英．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示した．吻は細長い．吻背面の中央
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隆起線は低く，眼上隆起線と連続しない．頭頂部

には枝状に分岐した 1 個の皮弁がある（KAUM–I. 

124297 には頭長部の皮弁がみられない）．主鰓蓋

骨の上部にある隆起線は低い．躯幹部と尾部の上

隆起線，下隆起線はともに不連続．躯幹部中央隆

起線は最終躯幹輪で下方へ曲がり，尾部下隆起線

と連続する．背鰭基底下の体輪は隆起する．各体

輪の隆起線の縁は平滑（KAUM–I. 124297 の各体

輪の隆起線の後縁は棘条）．躯幹部の上隆起線と

中央隆起線にはそれぞれに 5–6 個の皮弁があり，

一部は枝状に分岐する．尾部の上隆起線と下隆起

線には 9–10 個の皮弁があり，一部は枝状に分岐

する（KAUM–I. 124297 には体各部の皮弁がみら

れない）．胸鰭基部には 2 本の顕著な隆起線があ

る．胸鰭後縁は円い．背鰭起部は第 14 躯幹輪上

にある．

色彩　生鮮時の色彩 – 頭部から躯幹部にかけ

ての背面は明るい茶色を呈し，小さな青色点が散

在する．頭部腹面は白色を呈する．躯幹部中央隆

起線から躯幹部下隆起線にかけての側面中央に黄

色縦帯がある．各躯幹輪には茶褐色の縁取りの白

色斑があり，15 個の斑が前後方向に 1 列に並ぶ．

躯幹部腹面は茶褐色．尾部背面は茶褐色．尾腹面

は白色を呈し，尾部腹面における各体輪の境界は

茶褐色がかる．眼の下方から鰓蓋にかけて赤みが

かった茶色の不定形の斑がある．吻背面は赤みが

かった茶色，吻腹面は白色を呈する．背鰭の軟条

は淡い白色．背鰭鰭膜は白色半透明であり，縁辺

は白色がかる．胸鰭基底付近は淡い白色．臀鰭軟

条は白色で，鰭膜は白色半透明．尾鰭軟条は黄色

みがかった茶色で基底付近は白色がかる．尾鰭の

鰭膜は白色半透明．（KAUM–I. 124297 は体の地

色が茶褐色であり，13 本の黄色がかった白色横

帯がある．胸鰭，背鰭および臀鰭の軟条は白色，

鰭膜は白色半透明．尾鰭軟条は白色，鰭膜は黄色

半透明）．虹彩は茶色．

固定後の色彩 – 体の背面の地色は茶色．体各

部には小さな黒色点が散在する．躯幹部中央隆起

線と躯幹部下隆起線の間は白色．躯幹部側面には

茶色の縁取りの眼状斑がある．躯幹部腹面は茶色

を呈する．尾部腹面は白色を呈し，各体輪の境界

は茶色がかる．頭部背面は茶色，頭部腹面は白色

を呈する（KAUM–I. 124297 は体の地色が茶色を

呈し，13 本の白色横帯がある）．胸鰭，背鰭およ

び臀鰭の軟条は白色で，鰭膜は白色半透明．尾鰭

軟条は茶褐色で，鰭膜は白色半透明．

分布　本種は相模湾から土佐湾の太平洋沿岸，

山形県鼠ヶ関から長崎県茂木の日本海沿岸，瀬戸

内 海 お よ び 東 シ ナ 海 か ら 記 録 さ れ て い る

（Kamohara, 1952；本間，1959；溝上，1963；塩垣・

道津，1973; Shinohara et al., 2005；瀬能，2013）．

本研究により，鹿児島県薩摩半島西岸における分

布も確認された．

備考　笠沙から得られた標本は，躯幹輪数が

14–15，尾輪数が 33–35，背鰭軟条数が 19–21，胸

鰭軟条数が 14–15，尾鰭軟条数が 9，躯幹部と尾

Fig. 1. Fresh specimens of Halicampus punctatus. A: KAUM–I. 115442, 90.4 mm SL, B: KAUM–I. 124297, 40.6 mm SL, Kasasa, Minami-
satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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部の上隆起線が不連続，および躯幹部中央隆起線

と尾部下隆起線が連続することなどの形質が

Dawson (1985)，Takata and Sasaki (2001) および瀬

能（2013）の報告した Halicampus punctatus の特

徴 と よ く 一 致 し た．Dawson (1985)，Takata and 

Sasaki (2001)，および瀬能（2013）などの多くの

文献では，本種は躯幹部に暗色の縁取りの眼状斑

をもつとされているが，本研究で記載した標本の

うち KAUM–I. 124297 には眼状斑がみられず体各

部の色彩にも差異がみられた．これは，KAUM–I. 

124297（体長 40.6 mm）の体長が小さいためであ

ると考えられる．

H. punctatus H. boothae
KAUM–I. 115442 KAUM–I. 124297 KAUM–I. 128622 KAUM–I. 128623

Standard length (SL; mm) 90.4 40.6 127.2 137.3
Counts
 Trunk rings 14 15 13 14
 Tail rings 35 35 42 40
 Total rings 49 50 55 54
 Subdorsal rings 0.75 + 2.75 1.75 + 2.25 0.25 +4.50 0.50 + 4.50
 Pectoral-fin rays (left/right) 14/14 15/15 11/11 10/10
 Dorsal-fin rays 20 20 19 19
 Anal-fin rays 4 4 3 3
 Caudal-fin rays 9 9 10 10
Measurements (%SL)
 Trunk length 25.9 26.4 26.8 27.3
 Tail length 61.4 57.8 66.4 73.9
 Head length 13.4 14.7 6.7 7.2
 Head width 3.3 2.8 1.9 2.3
 Snout length 6.9 6.7 1.9 1.9
 Snout depth 0.9 1.3 0.9 0.9
 Orbit diameter 2.4 2.4 1.4 1.5
 Interobital width 1.1 damaged 0.6 0.5
 Trunk depth 2.9 3.1 2.3 2.3
 Trunk width 3.4 3.3 2.1 2.2
 Anal-ring depth 2.5 2.1 2.2 2.3
 Pectoral-fin length 3.0 2.2 1.5 1.6
 Pectoral-fin base length 1.5 1.4 0.8 0.8
 Dorsal-fin height 3.5 2.9 2.3 2.7
 Dorsal-fin base length 5.9 6.0 7.5 8.6
 Caudal-fin length 3.7 3.9 2.4 2.3

Table 1. Counts and measurements (%SL) of specimens of Halicampus punctatus and H. boothae from off Kasasa, east coast of Satsuma 
Peninsula, Kagoshima, Kyushu, southern Japan.

Fig. 2. Fresh specimens of Halicampus boothae. A: KAUM–I. 128622, 127.2 mm SL B: KAUM–I. 128623, 137.3 mm SL. Kasasa, Minami-
satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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本種は日本からのみ記録されている日本固有

種であり，本種の分布域は分布の項で示したとお

りである．したがって，本研究で記載した標本は

鹿児島県における本種の初めての記録となる．

Halicampus boothae (Whitley, 1964)

ホソウミヤッコ　（Fig. 2; Table 1）

標本　2 個体（体長 127.2–137.3 mm）：KAUM–

I. 128622, 体長 127.2 mm，KAUM–I. 128623，体長

137.3 mm， 鹿 児 島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦

（31°25′20′′N, 130°08′14′′E）， 水 深 10–12 m，2019

年 3 月 6 日，手網，荒木萌里．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示した．吻は短く，吻端はやや上を

向く．吻背面の中央隆起線は高く，縁辺は平滑．

吻背面の中央隆起線と眼上隆起線は不連続．主鰓

蓋骨の上部には 1 本の痕跡的な隆起線がある．躯

幹部の上隆起線，下隆起線はともに不連続．躯幹

部中央隆起線は最終躯幹輪で下方へ曲がり，尾部

下隆起線と連続する．背鰭基底下の体輪は隆起し

ない．各体輪の隆起線の縁は平滑．胸鰭基部には

顕著な隆起線はない．胸鰭後縁は円い．背鰭起部

は最終躯幹輪上にある．

色彩　生鮮時の色彩 – 体の地色は黄色がかっ

た緑色であり，頭部はやや黒色がかる．体には小

さな白色点が散在する．躯幹部には 2–3 個，尾部

には 6–7 個の暗褐色横帯がある．躯幹部と尾部の

上部を不明瞭な暗褐色の破線が縦走する．躯幹部

中央隆起線，躯幹部下隆起線，尾部上隆起線およ

び尾部下隆起線は赤褐色で，隆起線上には小さな

白色点が散在する．KAUM–I. 128622 の躯幹部腹

面は赤色がかった緑色，KAUM–I. 128623 の腹面

は白色がかった緑色を呈する．胸鰭，背鰭，臀鰭

および尾鰭の鰭条は赤褐色．胸鰭，背鰭および臀

鰭の鰭膜は白色半透明であり，尾鰭の鰭膜は赤色

がかった半透明．

固定後の色彩 – 体は緑がかった褐色を呈する．

体輪の境界は黒色がかる．胸鰭，背鰭および臀鰭

の鰭条は赤褐色．尾鰭の鰭条は褐色．胸鰭，背鰭

および臀鰭の鰭膜は白色半透明であり，尾鰭の鰭

膜は赤色がかった半透明．

分布　本種は西インド洋と西太平洋に分布し，

日本，済州島，コモロ諸島，サンゴ海，ロードハ

ウ島，ノーフォーク島，フィジー諸島およびパラ

オ か ら 記 録 さ れ て い る（Whitley, 1964; Dawson 

and Randall, 1975; Dawson, 1985; Francis, 1993; 

Fricke, 2004；瀬能，2013）．日本国内では伊豆諸島，

千葉県館山湾から高知県柏島までの太平洋沿岸，

愛媛県宇和海，兵庫県と山口県の日本海沿岸およ

び奄美大島から記録されている（瀬能，2013；

Nakae et al., 2018；松沼，2018, 2019）．本研究に

より，本種の九州沿岸における分布が確認された．

備考　笠沙から得られた標本は，躯幹輪数が

13–14，尾輪数が 37–42，背鰭軟条数が 18–24，胸

鰭軟条数が 10–12，尾鰭軟条数が 10，躯幹部と尾

部の上隆起線が不連続，躯幹部と尾部の下隆起線

が不連続であり躯幹部中央隆起線と尾部下隆起線

が連続すること，背鰭基底下の体輪が隆起しない

こと，吻背面の中央隆起線が凸状で平滑であるこ

となどの形質が Dawson (1985) や瀬能（2013）で

報告されたHalicampus boothaeの特徴と一致した．

本種の分布域は分布の項で示したとおりであ

る．したがって，本研究で記載した標本は九州沿

岸における本種の初めての記録である．
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